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当科 リエゾン外来では,身体的基礎疾患の見つからな

い芳あるいは身体的基礎疾患の程度に不釣合いな身体症

状の訴えについてのニ1ソサルテ--ショソを求められる機

会が多い.今回はこの中で鮎身体の巣常知覚を主訴とし

てリェゾソ外来を受診した症例群を6例提示し,その時

教と対応について考察を加え,以下の事がわかった.

且.頭部の訴えが多い,

2｡老人では器質的検査が登要である,

3, 若年者では分裂病の可能性も考える.

4｡ 精神科での治療開陳は作 りにくい,

5. 症状の身体的基盤を否定 しない方が良い.

各症例の概要は次の通 りである,症例 iは嵐が落ち,

眼球がよってきた, 下顎が後ろに下がり,上顎が前方に

突出 し,容貌が変わって しまったという具体的で奇妙な

訴えであった.訴えの内容は変遷 しているが,部位とL

ては頭部に限局 し,訴えについての批判力はある程度存

在 した.症例 2は30年前から体全体,特に顔や頭に虫が

這うような感 じを訴えていた.症状は淋菌が頭の近 くに

あるせいだと確信 し,他人に淋病の移る殿を心配 し,杏

痛の訴えのないことが特徴的であった.症例 3は複式単

純子宮全摘術の後に頭痛,崖のだるさなどの不定愁訴,

不眠,関係念慮とともに腹部にありが這 うような感 じを

訴えた,腹部の異常感と卵巣の存在を結び-沖ナて卵巣の

摘出を主治医に強 く要求 していた.症例 射 怠全身の皮膚

がちりちりL,癖が出来たようなさ富こぽことした変な感

覚があるという訴えで,訴えの異常性に対する批判力は

存在 した,症例 5は歯肉が劉離 し 魚の肉のような何か

が下がっているという奇妙な訴えと歯肉を挑みで切りと

ろうとする異常行動がありき痴呆症状 態存在 Lた,症例

6ぼ顎関節の運動障害と棒痛について執ように訴えてい

た.全例が治療に熱心で身体疾患であることを主張 して

いた.過半数が医師に検査,治療を要求 し,受け入れら

れないと容易に転科,転医をし 最終的に精神科を紹介

されるという経過をとっていた.他の精神科施設に紹介

した症例 3と4を除いては当科での follow upを試み

たが,すべて2- 3回の通院で中断 していた,診断は,

害が2例,精神遅滞が 1例であった.
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次に転医後の歯科医と良好な治療関係を続け,症状が

好転 した症例 1!-二仙精神科で fL1日0Ⅵ･ruP され 多発什

梗塞が確認された症例4を取 り上げ,治療 と当料受診後

の経過について更に詳 しく考察 した,
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群馬県立佐波病院に入院 している Lmbot杓my後の症

例を調査 した.男ほ乳 女6名筆年齢は服歳から70歳,

Lobotomy施行年は昭和2豊年から昭和35年,診断はす

べて精神分裂病であった血

症例の前頭部には4-ノ5cm の手術痕があり,UYで

は4cm9 5cm, 6cm の断面で前頭薬,側脳室前角の

絹外側,左右に,大きいもので 温X2cm の嚢胞状で髄

液と同 じ漉きの 且ow dems癖 areaが認められた.これ

は手術侵襲によってできた poremee油 a毎 と考えられ

た､ 症例によって壁の部分に石灰化がある例 , 左 右の
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ききが異なっている例があったヰ同時に前頭葉の萎縮や

大脳擬製前半部の開丸 脳室の拡大がある例があった書

横断面的臨床像については,医師による診察,臨床心

理学的検査等で一般の分裂病像と区別がつかなかった,

前頭葉症状群は不明瞭であった,
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か坂井塊太 く県立療養所悠久荘)

精神症状のため精神科を受診 しその数年後に神経症状
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された症例を報告する.

【症例】;13歳.tJl性.

≪家族歴≫両親は従姉弟同士である.患者の同胞は7

名で長兄と三児も GSの発病者である.長私 三見に

は精神症状は認められていない.長兄の次女が裸 うつ病

様の症状を星 し悠久華に通院中である.

≪現病歴》小児期に精神発達遅滞はな く中学濠で特をこ

精神変調,神経症状はなかった申中学生の頃に視力低下

を自覚するようになった.15才頃より稀神変詞を来 し分

裂病殿疑いで治療が開始された. 当時の知能は WAIS

て IQ8ur).神経症状は明らかでなかった.その後も時々.

多弁声多室数 児戯甑 動揺 しやすい感情状艶 幻艶 幻

鼠 幻奥などが出現 し精神病院に入退院を繰 り返 してい


